
平
成
２
９
年
度
入
学
式

が
、
４
月
１
０
日
、
挙
行

さ
れ
た
。
式
で
は
、
新
入

生
５
名
が
呼
名
さ
れ
、
全

員
、
緊
張
気
味
な
が
ら
も
、

し
っ
か
り
返
事
を
し
て
い

た
。校

長
か
ら
は
、

式

辞

の

中

で

「
伝
統
あ
る
本

校
に
は
、
自
由

と
可
能
性
が
あ

る
。
自
信
と
誇

り
を
持
っ
て
、

学
校
生
活
を
送
っ

て
欲
し
い
」
と

の
言
葉
が
贈
ら

れ
た
。

ま
た
、
本
校

の
教
育
振
興
会

の
山
口
昌
利
会
長
か
ら
は
、

「
失
敗
を
恐
れ
ず
に
挑
戦

し
て
欲
し
い
。
振
興
会
は
、

今
後
と
も
本
校
に
学
ぶ
生

徒
を
温
か
く
支
援
し
て
い

き
た
い
」
と
の
激
励
の
言

葉
も
い
た
だ
い
た
。

平
成
２
９
年
度
は
、
始

業
式
、
入
学
式
を
皮
切
り

に
順
調
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

平
成
３
０
年
度
に
創
立
７

０
周
年
を
控
え
る
本
校
に

と
っ
て
、
次
な
る
時
代
の

飛
躍
に
向
け
て
、
着
実
な

ス
テ
ッ
プ
と
な
る
１
年
と

し
た
い
も
の
で
あ
る
。
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本
校
で
は
、
恒
例
の

小
丸
山
公
園
で
の
「
お

花
見
」
が
、
４
月
１
２

日
（
水
）
に
行
わ
れ
た
。

夜
間
定
時
制
高
校
な

ら
で
は
の
夜
桜
見
物
で

あ
り
、
「
花
冷
え
」
の

言
葉
通
り
、
肌
寒
さ
を

感
じ
た
が
、
各
学
年
と

も
、
満
開
の
桜
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
た
よ
う

で
あ
る
。

「
冬
が
厳
し
く
、
寒
け

れ
ば
寒
い
ほ
ど
、
桜
は

美
し
い
桜
色
の
花
を
咲

か
せ
る
と
言
い
ま
す
。

満
開
の
桜
を
演
出
す
る

の
は
私
た
ち
な
の
で
す
。
」

こ
れ
は
、
本
校
の
卒

業
生
が
平
成
２
７
年
度
、

県
代
表
と
し
て
出
場
し

た
、
全
国
高
校
定
時
制

通
信
制
生
活
体
験
発
表

会
の
原
稿
の
一
節
で
あ

る
。
満
開
の
桜
で
何
を

感
じ
た
か
。
「
お
花
見
」

は
豊
か
な
感
性
を
磨
く

良
い
機
会
と
な
っ
た
。

七
尾
城
北
高
校
新
聞

満
開
の
桜
で
感
じ
た
も
の

「お花見」に出発 山口振興会長からご祝辞

◎
目
標
の
達
成
に
向
け
て

「
初
心
、
忘
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
の
皆
さ
ん

ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
今
年
１
年
の
目
標

を
し
っ
か
り
立
て
、
そ
れ
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
目
標
の
達
成
に
む
け
、
日
々

の
学
習
に
励
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

特
に
、
４
年
生
は
、
卒
業
後
の
進
路

を
決
め
る
１
年
に
な
り
ま
す
の
で
、
先

生
方
の
ご
指
導
や
保
護
者
の
ア
ド
バ
イ

ス
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
自
分
に
合
っ

た
進
路
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
明
る
く
さ
わ
や
か
な
学
校
に

今
年
は
、
昨
年
度
以
上
に
、
こ
の
七

尾
城
北
高
校
を
明
る
く
さ
わ
や
か
な
学

校
に
す
る
た
め
に
、
挨
拶
と
思
い
や
り

の
心
を
大
切
に
し
よ
う
と
呼
び
か
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
挨
拶
で
す
。
本
校
は
挨
拶
の

良
い
学
校
だ
と
思
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
、

挨
拶
の
声
が
行
き
交
う
さ
わ
や
か
な
学

校
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
大
村
博
士
の
教
え

も
う
一
つ
は
、
思
い
や
り
の
心
で
す
。

昨
年
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
大
村
博
士
か

ら
「
至
誠

天
に
通
ず
」
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
大
村
博
士
は
、

著
書
の
中
で
、
若
い
人
た
ち
に
伝
え
た

い
言
葉
と
し
て
「
恕
」
を
上
げ
て
い
ま

す
。

◎
「
恕
」
の
大
切
さ

「
恕
」
（
じ
ょ
）
と
は
、
中
国
の
思

想
家

孔
子
が
、
弟
子
か
ら
「
一
生
を

か
け
て
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
１
文
字
で
表
せ
ま
す
か
」
と
聞
か
れ

て
、
「
恕
」
と
答
え
た
そ
う
で
す
。
そ

の
意
味
は
、
他
人
へ
の
思
い
や
り
、
と

い
う
意
味
で
す
。
自
分
が
他
人
か
ら
受

け
た
く
な
い
こ
と
を
他
人
に
は
し
な
い

こ
と
で
す
。

今
年
は
、
挨
拶
と
思
い
や
り
の
心
の

実
践
を
、
生
徒
、
先
生
方
、
み
ん
な
で

進
め
、
明
る
く
さ
わ
や
か
な
学
校
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
成
長
が
実
感
で
き
る
１
年
に

今
年
、
１
年
が
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
、

そ
し
て
、
こ
の
城
北
高
校
に
と
っ
て
、

着
実
な
成
長

を
実
感
で
き

る
年
と
な
る

よ
う
、
願
っ

て
い
ま
す
。

と
も
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

挨
拶
、
思
い
や
り
の
心
を
大
切
に

山
口
校
長
は
、
平
成
２
９
年
度
の
始
業
式
に
あ
た
り
、
七
尾
城
北
高
校
を
、
さ
ら
に
明

る
く
さ
わ
や
か
な
学
校
に
す
る
た
め
、
挨
拶
の
励
行
と
思
い
や
り
の
心
を
大
切
に
す
る

よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。



日 曜 5月
1 月 避 難 訓 練

2 火 ふ る さ と 教 育

3 水 憲 法 記 念 日

4 木 み ど り の 日

5 金 こ ど も の 日

9 火 歯 科 検 診 (1 9 : 0 0～ )　 検 尿 精 検

1 1 木 総 合 学 習 （ 部 活 動 ）

1 2 金 い じ め 調 査 （ 生 徒 対 象 ）

1 7 水 内 科 検 診 (1 9 : 0 0～ ）

1 8 木 総 合 学 習 （ 部 活 動 ）

1 9 金 前 期 中 間 考 査 日 割 発 表

2 0 土 七 尾 城 北 高 校 教 育 振 興 会 総 会

2 6 金 前 期 中 間 考 査 ①

2 9 月 前 期 中 間 考 査 ②

3 0 火 前 期 中 間 考 査 ③

3 1 水
全 国 振 興 会 北 信 越 地 区 大 会 (松 本 市 ）
前 期 中 間 考 査 ④ 　 図 書 購 入

「
失
敗
を
恐
れ

ず
に
挑
戦
を
」
と

山
口
振
興
会
会
長

は
新
入
生
に
向
け

て
言
わ
れ
ま
し
た
。

本
校
を
３
０
年
以
上
に

わ
た
っ
て
、
ご
支
援
い

た
だ
い
た
方
の
言
葉
に

暖
か
さ
と
思
い
や
り
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

自
分
は
一
人
で
は
な

い
。
自
分
は
誰
か
に
支

え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

安
心
感
が
な
け
れ
ば
、

人
は
一
歩
が
踏
み
出
せ

な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。私

は
着
任
以
来
、
こ

の
七
尾
城
北
高
校
は
多

く
の
人
々
に
支
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
一
歩
を
踏
み
出

す
環
境
は
整
っ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

環
境
を
生
か
せ
る
か

否
か
、
自
覚
と
行
動
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
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4月10日（月）4月21日（金）

5月1日（月）5月2日（火）

平成29年度前期生徒会役員選挙の結果、会長、副会

長、書記、会計共に信任されました。役員を中心に、

全校生徒でより良い学校づくりを進めましょう。

本校同窓会長の石井昌嘉さんが、昨年11月の「すし米

コンテスト・国際大会」で特別賞を受賞されたコシヒカ

リを寄贈されました。誠にありがとうございました。

本校では、七尾出身の画聖長谷川等伯について、ふる

さと学習を行っています。七尾美術館では、北原学芸員

から、丁寧な説明を受け理解を深めることができました。

七尾消防署の職員の方々のご協力の下、火災を想定した

避難訓練を行いました。避難方法についてご指導いただく

と共に、消化器の使用方法も学びました。

5月の主な行事

＜注意すること＞
・できるだけ複数での下校を心がけましょう。
・暗い道や人通りの少ない裏道は、極力、
通らないようにしましょう。

・保護者が迎えにくる場合は、校地内の
駐車場での待機をお願いします。

＜警察・地域のご協力＞
本校では、下校時の安全確保のため、七尾警察署のご理解

の下、地元の町内会（西藤橋町、南藤橋町）のご協力を得て、

登下校時、不審者にからまれるなどした場合の迅速な通報

（警察・学校）をお願いしました。

登下校時の安全対策

<<問い合わせ先>>

石川県立

七尾城北高等学校
〒926-0817

石川県七尾市西藤橋町ｴ1-1

TEL 0767-53-1897

FAX 0767-52-1620


